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福井県の探究
自分の問いを大事にして、やらされ探究にならないように！
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（ご紹介）

渡邉久暢
わたなべ ひさのぶ

福井県教育庁高校教育課参事(高校改革)
兼 福井大学客員准教授

1991年より母校の福井県立若狭高校教諭として教職をス
タート。前年度は福井県立藤島高校 教頭

詳しいプロフィールは
http://www.mitene.or.jp/~kkanabe/
にて。近著に
『深い理解のために 高等学校 観点別評価入門』学事出版
（2023年）



それではご覧ください



楽しくなければ探究ではない



福井県「引き出す教育・楽しむ教育」

子ども自身の考え、
個性などを

「引き出し」、
「伸ばしていく」

子どもたち自身の
好奇心や探究心を
もとに楽しみなが
らみずから進んで
学ぶ姿勢を育てる



福井県「引き出す教育・楽しむ教育」



自身の問題意識に基づかない課題設定は・・

地域の方に

と言われ「指さしシート」を開発したが、
課題が自分ごとにならなかった・・・・

自分の興味関心をもっと大事にした方が良かった。
課題は勝手には決まらない。自身が「決める」



6

よく頂く質問
1 ｢問い｣が多岐に広がると、指導が行き届かない

2 生徒の決めた問いだと、研究の質が下がる

★総合探究・課題研究を行うのは、

学力を育むため

★｢研究成果｣を上げることが目的ではなく、
生徒が｢楽しく｣学力を育める手立てを！



福井県立高校生に育みたい学力
これからの社会をより良く生きるために

自分ごととしての
課題を発見する力

（課題発見力）

課題を解決するために
考え行動できる力

（課題解決力）

なぜだろう？
本当なの？ 違いは？

自分だったら・・・
こう考える、こう実現したい



全ての県立高校生が探究的な学びに取り組んでいます



１年生

２年生
３年生

専門性
・

国際性

学校外の方からのサポート

普通科系高校の探究学習



１年生

２年生
３年生

専門性
・

国際性

学校外の方からのサポート

普通科系高校の探究学習



２年【探究を深める段階】
★研究者・大学院生・地域行政官・卒業生・地域住民等、多様な専門家から指導を受けたり、
議論をしたりしながら探究のサイクルを何度も回転する。

社会探究Ⅰ

科学的・社会学的な
手法を用いて探究

３年【探究をまとめ、振り返り、さらに深め、質の向上を図る段階】
★探究の過程を振り返り、論文にまとめたり、学会で発表したりする中で、探究のサイクルを再回転する。

１年【探究の基礎段階】
★地域資源を素材として、生徒一人ひとりが興味関心に応じて主体的に課題を設定する。
★探究の基礎的な手法を対話的・協働的に学びながら、「わがごと」としての課題を設定し解決。

探究科学Ⅰ
自然科学分野の
課題を設定

探究 Ⅰ
自然科学・社会科学
分野の課題を設定

海洋探究Ⅰ
海洋分野の
課題を設定

探究科学Ⅱ
科学的な手法を
用いて探究

探究 Ⅱ

科学的・社会学的な
手法を用いて探究

海洋探究Ⅱ

科学的な手法を用いて
探究。

探究科学Ⅲ 社会探究Ⅱ 探究 Ⅲ 海洋探究Ⅲ

探究科学Ⅰ
社会科学分野の
課題を設定

理数探究科 国際探究科 普通科 海洋科学科



普通科系高校の探究学習



職業系高校の探究学習

制服販売会社 学校

高価で重い、安くてダサいランドセルの課題

軽くてカッコよくて安価なランドセルの開発

●ランドセルのデザイン
●ブランド作成
●ＰＲデザイン

清明小学校で採用

職業系の探究的な学習での企業連携の例

社会や企業とつながった実践的な学習



販売企業との打ち合わせ 素材製造企業視察

企業から学び、社会に貢献できる
ものづくりや活動で生徒が大きく成長する

職業系高校の探究学習



課題研究（探究的な学習）での企業連携（例）

若者へ小鯛ささ漬の認知度を
UPさせるためのパッケージ
デザイン

若者に似合うPCメガネのデザインと
販売促進活動

波長変換フィルムが作物に及
ぼす影響の研究

（眼鏡製造販売企業×福井商業高校）（フィルム製造企業×福井農林高校） （笹漬け協会×若狭高校）

職業系高校の探究学習



職業系高校の探究学習

社会や企業とつながった実践的な学習

専門的な知識、技術

社会の変化に対応し、
持続可能な地域の産業を担う人材



職業系高校の探究学習



探究学習で得られたこと



各学校の探究的な学びを支援するために

各校の探究的な学習推進リーダーを組織化
・対面＆オンラインの研修会や、

GoogleClassroomを用いての
情報共有・困りごと相談を促進

第一回研修会のお題
各校生徒が、｢わがこと｣として切実に考えたくなる
｢問い｣に基づき探究していくことを、教師を含む支援者
集団が、どのようにサポートしていくか！
各学校で生徒支援体制をどう組織するか！



探究的な学びを推進する2023新規事業
①「高校生探究フォーラム」の開催（１２月）
県内３会場にて、普通系・職業系合同の探究
成果合同発表会を開催



探究的な学びを推進する2023新規事業
②探究活動の中で

必要となる経費について
「クラウドファンディング」
活用経費を支援

③探究系全国大会に出場する
生徒や引率教員の
交通費、宿泊費を支援



探究的な学びを推進する2023新規事業
④探究学習に取り組んだ生徒の進路支援を目的とした、
「学校推薦型・総合型入試志望理由書作成講座を開催。

オンライン＆対面のハイブリッド 130名が参加。
探究学習の成果を活かして推薦・総合で合格した
県立高校卒業生も、現役高校生を支援！



学校推薦型・総合型選抜合格者拡大中

〈県立高校生徒 国公立大学合格者における推薦・総合の割合〉

Ｒ5Ｈ30Ｈ26入試年度
405人336人300人推薦・総合型合格者計
29.0%
約３人に１人

23.7%20.6%全合格者における割合

R5年度は、東大3名、京大5名など、
難関10大学にも多数合格（過去最高）
探究的な学びで培った学力を
推薦・総合入試で発揮した生徒多数！



探究的な学びを推進する2023新規事業
⑤「ふくい探究学習サポート企業」の募集

県立高校生の探究学習充実のため、
御社の力を高校生にお貸しください！



⑥女子生徒の理系分野への関心を高める

高校生への次世代理系人材育成プロジェクト開始
「デジタル人材育成×女性techリーダー」をテーマ

【県内女子高校生３０名参加】
①首都圏研修

企業等での見学・研修

②ゼミ講座
「話題の AI チャットを自分で作ってみよう！」

地元企業の永和システムマネジメントが講師



探究学習 発表の場

福井発！「全国高校生プレゼン甲子園」の開催
・第３回大会を8月19日に開催
・全国から616チームが参加
・テーマ「Well-beingと未来社会」
・R6年度は、文部科学大臣賞も



カリキュラム
どのように構築



将来、社会的・職業的に自立し、
社会の中で自分の役割を果たし
自分らしい生き方を実現

総合的な探究
課題研究

各教科
評価

組織・システムづくり
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